
東京大学理学部長に私をお選び頂きましたこ

とに対 し心から感謝いたします。その重責に堪

えられるかどうか,ま ことに心もとないところ

でありますが,幸いに教官,事務官そして技官

各位の温いお力添えを賜わりますことにより,

その任をまっとうさせていただきたくお願い申

しあげます。

今日国立大学に対する臨教審を始めとする関

係諸方面の関心そして圧力の強化は,注 目しな

ければなりません。入学試験制度の見直し,特

に共通一次試験をどう改善するかという議論か

ら,独創性を発揮する人材を育てるにはどうし

たらよいかという問題にいたるまで,大学人特

に理学部に投げ掛けられている問題は多数あり

ます。

教育における水平化政策の結果,多 くの大学

の実力が伯仲 してきた事実は,一面において,

日本の国力を強めることに,大いに役立ったこ

とは疑いありません。一方この水平化のため
,

各大学の持つ特色が薄れたことも明らかな事実

です。「追いつけ」という時代を終わり,「主

導的立場を」というスローガンが,国策として

かかげられるにいたった今日,私は東京大学理

学部がはたして指導者になり得るだろうかとい

う強い疑間をもっております。優秀な教官,職

員を擁する当理学部が世界の中で真に主導権を

にぎれるようになることは,私の悲願とすると

ころです。

学部長 就任 にあた って
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講座費や面積の不足は目に見えて明らかなこ

とであり, この点で理学部と国立研究所および

附置研究所との格差は大変問題であると思いま

す。学部学生の教育はもとより,理系大学院学

生の教育の大部分に対 して責任を持 っておりま

す理学部の研究・ 教育環境の劣化は,日 々深刻

になって来ています。曰く校費の目減り,技官 ,

事務官そして助手にいたる削減の影響は, この

劣化を加速しています。

このような状況は,世界の中で日本が「主導

的立場」をとるべきであるという国策とは全く

矛盾 しております。一方アメリカ政府は,大計

画例えば大規模合成燃料計画, ウラニユーム燃

料施設等に対する直接大量投資への失敗にこり

て,基礎知識の獲得と人材の養成の必要性を認

識し,大学の研究施設と装置の改善に着手 し始

めました。事実1981年から1985年の間,大学の

基礎研究へのアメリカ政府の投資は,実質的に

約30%伸 びております。私はここでアメリカの

まねをせよと申し'上
げているのではありません

が,大学特に理学部に対する政策について, 日

本政府の一考をうながしたいと思います。

このためには私の力はあまりにも弱いので
,

是非是非皆様の御力を結集 していただきたいと

思います。そして東京大学理学部を国際的に見

て真に一流にしようではありませんか。
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